
（１）自然環境の概要
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（２）土地利用から見た千葉県の特徴

（３）自然環境から見た千葉県の特徴

（１）総合的施策の推進
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また、20 年４月、県立中央博物館内に「生物多

様性センター」を設置し、動植物の生態及び保全・

再生等に関する専門知識を有する職員を配置する

とともに、地域や現場における専門的・科学的な

指導・助言、生物多様性保全のための地域との連

携・協働などに取り組んでいます。 

 

 県では、多様な主体の連携と協働により、生物

多様性の保全を推進することとしており、そのた   

めの基盤づくりとして、以下の取組を進めていま

す。 

・県内における生物多様性の現状や県の取組を

県民に知ってもらえるよう、生物多様性センタ

ーのホームページの更新や「生物多様性ちばニ

ュースレター」を発行しています。 

・市町村と地域住民との協働により実施される 

生物多様性の保全事業や、市民活動団体による

自主的な里山保全・水質浄化活動等の環境保

全・環境学習活動などに対して助成等を行う「ち

ば環境再生基金」の充実と活用を図っています。 

・企業による生物多様性への取組を推進するた

めに、先進事例の紹介等を行っています。 

・多くの人に生物多様性の理解を深めてもらい、

その保全行動の契機となるよう、市町村・ＮＰ

Ｏ・企業等と連携した普及啓発活動に努めてい

ます。 

 

ア 生物多様性の保全と再生 

・希少な動植物の保護対策、外来生物対策、野

生鳥獣の保護管理を推進しています。（Ｐ69「野

生生物の保護と管理」参照） 

・絶滅危惧種であるシャープゲンゴロウモドキ

及びヒメコマツの回復計画を 27 年３月に改訂

し、保護・増殖に取り組んでいます。 

・県が実施する大規模な事業について、計画段

階における*環境影響評価を実施し、その結果を

計画の策定に取り込むことにより、環境に配慮

します。 

イ 生物多様性の持続的な利用 

・人のこころを豊かにする生物や自然・文化と

のふれあいを促進するため、自然公園、里山・

里海等の地域資源を活用して環境の保全を図り

ながらグリーン・ブルーツーリズムやヘルスツ

ーリズムなどを推進し、観光振興を図ります。 

・各自然公園、首都圏自然歩道の利用を促進し

ます。 

・農作物等の新品種開発及び品種改良に有用な

品種や系統の種苗を、遺伝資源として収集し保

存しています。 

ウ 生物多様性の研究と教育 

・「生物多様性地理情報システム」のデータの整

備を進めるとともに、21年度から、県庁統合型

GIS（ちば情報マップ）において、主な特定外来

生物の分布図を公開しています。 

・生物多様性等に関する千葉県と大学との連携

に関する協定を締結している８大学と、生物多

様性に関する情報の共有、研究成果発表会の開

催、人的交流などに取り組んでいます。 

・千葉県総合教育センターとの共催で、県内の

学校教員向けに「授業に役立つ生物多様性研修」

を実施し、生物多様性に関する教員の理解を深

めるとともに、学校現場で生物多様性を取り扱

う際の指導力の向上を図っています。 

 

・エコメッセちばや環境シンポジウム千葉会議

などを通じて県民への普及啓発に取り組んでい

ます。 

・地球温暖化による生物への影響や、外来生物

の分布拡大の状況、里山里海等の身近な自然の

変化などを把握する「生命（いのち）のにぎわ

い調査団」を 20年７月に発足させ、団員による

モニタリングを実施しています。 

 

（２）　多様な主体の連携と協働による生物多様性

　　　　保全に向けた基盤づくり

（３）　生物多様性に関する具体的取組の推進

（４）　地球温暖化にかかわる生物多様性保全対策
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３．環境基本計画の進捗状況の点検・評価等 

項 目 名 基準年度 現況 目 標 

市町村における生物多様性地域戦略※の

策定 

未策定 

（19年度） 

5市 

（27年度累計） 

全市町村で策定 

（30年度） 

県民参加によるモニタリング事業「生命

のにぎわい調査団」のモニタリング（報

告）件数 

累計 30,400件 

（25年度） 

累計 66,375件 

（27年度） 

累計 50,000件 

（30年度） 

※ 生物多様性基本法では努力目標と位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

【２７年度の主な取組】 

① 多様な主体の連携と協働による生物多様性保全に向けた基盤づくり 

・県民への生物多様性に関する普及啓発のため、生物多様性センターでは、生物多様性の保全の取

組や県内の希少な野生生物などを紹介したニュースレターを発行（年 5回）しました。 

・企業等と連携した生物多様性に係るパネルの常設展示（既存 9 ヵ所）、市町村と連携した巡回展

示（16 回）、市民活動団体や企業等を対象とした出前講座（20回）を開催しました。 

・市町村による取組を促進するため、生物多様性に係る研修会を開催するとともに、生物多様性地

域戦略を策定中の市町村に情報提供や助言等を行いました。 

・企業による取組を支援するため、取組事例の紹介等を行う企業セミナーの開催(2回)や、「生物多

様性ちば企業ネットワーク」の参加企業（企業メンバー15 社、支援メンバー6 団体）を対象とし

た勉強会（3回）を開催しました。 

・「生物多様性に関する千葉県と大学との連携に関する協定」を締結している 6大学（江戸川大、千

葉大、東京大、東京海洋大、東京情報大、東邦大）と連携した生物多様性に関する研究や研究成

果発表会を開催するとともに、人的交流を図るインターンシップ実習生の受け入れ(8名)を行いま

した。また、28年 1月には「自然保護に関する千葉県と大学との連携に関する協定」を 2大学（千

葉科学大、千葉工業大）と締結し、大学との連携強化を推進しました。 

・ちば環境再生基金では、市町村や市民活動団体等が行う「県民の環境活動支援事業」（11事業）及

び「提案型環境再生事業」（1 事業）に助成を行いました。 

② 生物多様性に関する具体的取組の推進 

ア 生物多様性の保全と再生 

市町村の生物多様性地域戦略については、26 年度までに 5 市が策定しましたが、27 年度

に策定した市町村はありませんでした。引き続き、着実な推進が必要です。 
県民参加によるモニタリング事業「生命のにぎわい調査団」のモニタリング（報告）件数

については、順調に進捗し、27年度中に目標を達成しました。 

（１）指標の現況

（２）評価

（３）２７年度の主な取組、分析及び今後の対応方針
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・希少な野生生物の保護対策として、特に絶滅が危惧されているヒメコマツとシャープゲンゴロ

ウモドキ、ミヤコタナゴの生育・生息環境の維持や系統保存などの回復事業を実施しました。 

・ヒメコマツについては、28 年 1 月に「ヒメコマツ系統保存サポーター」を募集して遺伝系統の

保存に努める一方、生態系への影響が大きいカミツキガメ、アカゲザル等の特定外来生物の防

除を実施しました。 

・レッドリスト植物・菌類編の改訂作業に着手し、情報収集に努めました。 

イ 生物多様性の持続可能な利用 

・生物資源の持続可能な利用を図るため、バイオマス利活用研修会を開催しました。 

・遺伝子資源の適切な利用として、農作物等の新品種開発及び品種改良に有用な品種の種子を収

集保存し、研究に用いました。 

ウ 生物多様性の研究と教育 

・生物多様性への理解の促進のため、環境講座において自然環境学習や環境学習指導者に関する

講座を開催するとともに、田んぼの生き物調査、里山・里沼・里海を体験・認識するための山・

川・海のフィールドミュージアム事業等を実施しました。 

・生物多様性に関する地理情報システムを整備し、県ホームページ（ちば情報マップ及び生物多

様性センター）において、主な特定外来生物 12種（アライグマ、カミツキガメ、ナガエツルノ

ゲイトウなど）の分布図を公開しています。 

・生物多様性に関する連携協定を締結した大学に、カミツキガメの生息個体数の増減予測モデル

の作成を委託しました。 

② 地球温暖化に関わる生物多様性保全対策 

・20 年 7 月に発足した県民による生物モニタリング事業である「生命（いのち）のにぎわい調査団」

により、身近な生物の分布状況等をモニタリングしました。なお、28 年 3 月末現在の調査団員の登

録者は 1,115 名、27 年度の報告件数は約 17,200件でした。 

 

【分析（目標達成阻害要因、状況の変化、課題等）】 

 ・市町村の生物多様性地域戦略については、実情に対応した地域戦略の策定への課題も多く、進捗

は十分とは言えません。 

 

【分析結果を踏まえた今後の対応方針】 

  ・絶滅危惧種の回復事業や保護増殖事業、レッドリストの改訂に取組むとともに特定外来生物の防

除を実施します。  

 ・「生命（いのち）のにぎわい調査団」については、調査団の充実を図りながらモニタリングを継続

するとともに、他のモニタリング及び情報収集の手法を検討します。 

 

・生物多様性に関する普及啓発や多様な主体との連携・協働を進めるとともに市町村の生物多様性

　地域戦略の策定を推進します。 
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